
１月 17 日 柔整審査会
19日 審査委員会（19、21、22、23、24日）
22日 再審査部会
23日 審査専門部会
24日 審査小委員会
 合同研究会　
28日 介護給付費等審査委員会（医療部会）

2月 13日 第３回理事会
14日 柔整審査会
16日 審査委員会（16、19、20、21、22日）
19日 介護給付費等審査委員会（審査部会）
20日 再審査部会　　　  21日　 審査専門部会
22日 審査小委員会・合同研究会
26日 介護給付費等審査委員会（医療部会）
27日 第127回通常総会・第４回理事会

「胃腸をいたわる」
年末年始頑張った胃腸をいたわろう

協力 ： 公益社団法人　秋田県栄養士会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   なか じま　　  ゆ   き    こ

地域活動職域事業部　管理栄養士　　中嶋　由紀子

材料 ２人分

栄養価 1人分

❶もち麦は洗って水切りする。
❷玉ねぎは粗みじん切り、キャベツは３㎝角切り、もちはすりおろす。
長ネギはみじん切り。
❸鍋にごま油を温め玉ねぎ、キャベツ、もち麦の順に炒め全体に油が
回ったらだし汁を入れてもち麦が軟らかくなるまで煮る。
❹塩と醤油で味を整え、器に盛り、葱とすりおろしたもちを添える。

連  合  会
行事予定
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今月
の

テー
マは

もち麦
玉ねぎ
キャベツ
玄米もち
長ネギ
ごま油
だし汁
塩・醤油

……………  15ｇ
……………  40ｇ
…………  80ｇ
………  1／2枚
……………  10ｇ
……  小さじ1／2
…………  200㏄
……  0.8～1％

エネルギー
　 …………  152Kcal
たんぱく質　……… 4.0g
脂質　……………… 3.5g
塩分　………  0.8～1.0g

作り方作り方

主菜としてとりたい場合は、ホタテやツナの缶詰を入れたり、もちの量を増やせば
主食も兼ねることができます。油が苦手な方は炒める工程を省いても大丈夫です。
塩分はおいしいと感じる量を自分で会得しましょう。味噌を使えばたんぱく質が摂
れますし、ヨーグルトを隠し味にすれば減塩できます。　

コクホ食堂
美味しく低

カロリー

もち麦と
　 キャベツのスープ

栄養士さんの ワンポイントアドバイス



　
国
保
中
央
会
な
ど
国
保
関
係
９
団
体
は
11

月
16
日
（
金
）、
東
京
都
の
明
治
神
宮
会
館

に
お
い
て
「
国
保
制
度
改
善
強
化
全
国
大
会
」

を
開
催
し
、
本
県
か
ら
は
齊
藤
理
事
長
（
能

代
市
長
）
を
は
じ
め
役
員
６
名
、
各
地
区
協

議
会
か
ら
10
名
を
含
む
、
30
名
が
参
加
し
た
。

　
主
催
者
挨
拶
で
は
国
保
中
央
会
岡
崎
会
長

（
高
知
市
長
）
が
、
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
た

新
国
保
制
度
に
つ
い
て
、「
今
般
の
国
保
制

度
改
革
が
将
来
に
わ
た
っ
て
実
効
あ
る
も
の

と
な
る
よ
う
、
国
は
毎
年
３
４
０
０
億
円
の

公
費
投
入
を
確
実
に
行
う
と
と
も
に
、
保
険

料
の
激
変
緩
和
措
置
に
必
要
な
財
源
を
確
保

す
る
こ
と
な
ど
、
財
政
支
援
策
を
拡
充
し
、

財
政
基
盤
の
強
化
を
講
じ
る
こ
と
を
切
に
願

う
」
と
強
調
し
た
。

　
大
会
で
は
、
医
療
保
険
制
度
一
本
化
の
早

期
実
現
な
ど
９
項
目
の
決
議
を
満
場
一
致
で

採
決
し
、
終
了
後
に
は
決
議
の
実
現
に
向
け

て
、
参
加
者
ら
が
市
町
村
長
を
先
頭
に
政
党

や
政
府
関
係
者
へ
の
陳
情
活
動
を
展
開
し
た
。

　
本
県
で
は
齊
藤
理
事
長
は
じ
め
本
会
役
員

等
が
、
地
元
選
出
国
会
議
員
を
訪
問
し
て
大

会
の
趣
旨
や
国
保
の
普
通
調
整
交
付
金
が
担

う
自
治
体
間
の
所
得
調
整
機
能
を
今
後
も
維

持
す
る
こ
と
な
ど
を
要
請
す
る
決
議
内
容
に

つ
い
て
説
明
し
、陳
情
活
動
を
行
っ
た
。
な
お
、

金
田
衆
議
院
議
員
、
冨
樫
衆
議
院
議
員
に
は

直
接
お
会
い
し
て
陳
情
書
を
手
渡
す
こ
と
が

で
き
た
。

金田議員に陳情する役員

医
療
保
険
制
度
一
本
化
の
早
期
実
現
な
ど

９
項
目
の
決
議
を
採
択

国保制度
改善強化
全国大会

　平成31年の新春を迎え、心よりお慶び申し上げます。

　保険者並びに関係団体の皆様方におかれましては、国民健康保険事業の健全な運営にご尽力

いただいておりますことに深く敬意を表します。また、本会の事業運営に対し格別のご高配を

賜り厚く感謝申し上げます。

　さて、国民健康保険は国民皆保険体制の基盤として、制度創設以来長年に渡り、地域住民の

健康の保持増進や地域医療の確保に貢献してまいりました。昨年４月からは、国保財政が抱え

る構造的な問題に対応するため新国保制度が施行され、県が国保財政運営の責任主体として国

保運営の中心的な役割を担い、市町村は引き続き地域住民と密接な関係の中、資格管理や保険

給付など、地域におけるきめ細かい事業等を担うこととなっております。

　また、昨年９月に発表された平成28年度国民医療費は42兆1,381億円で、前年度に比べ

2,263億円、0.5％減となったものの、４年連続で40兆円を上回る高い水準となっております。

そのほか、介護費・障害福祉サービス費等についても制度創設当初から一貫して増加し、介護

費では10兆円、障害福祉サービス費では１兆円規模となっていることから、今後の推移に注

視していく必要があります。

　本会といたしましても、保険者の負託に応えるよう、県・市町村並びに関係団体と連携を密

にしながら、診療報酬審査支払機関としての基幹業務である審査の充実強化や、各事業の適正

かつ効率的な実施に努め、新国保制度の円滑な実施に寄与するとともに、介護費等の適正化に

取り進めてまいりますので、引き続きご支援ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

　関係各位におかれましては健康には十分留意され、新しい年が実り多き年となりますようご

祈念申し上げ、年頭の挨拶といたします。

新国保制度の円滑な実施にむけて
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大 
館 
市

保
険
者
紹
介

保
険
者
紹
介

保
険
者
紹
介

保
険
者
紹
介

大館というところ。

国
保
の
取
り
組
み

「
保
険
者
努
力
支
援
制
度
」で

見
え
て
く
る
課
題
へ
の
対
応

　
被
保
険
者
数
の
減
少
や
高
齢
化
に
よ
り
、
国
保
の
財
政
運
営

は
不
安
定
で
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
低
所
得
者
に
係

る
軽
減
対
象
世
帯
は
29
年
度
実
績
で
全
体
の
67
・
72
％
、
被
保

険
者
に
占
め
る
60
歳
以
上
の
割
合
は
29
年
度
末
時
点
で
67
・

６
％
、
一
人
当
た
り
の
医
療
費
も
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
国
保
税
率
は
22
年
度
以
降
改
正
し
て
お
ら
ず
、
歳
入
予
算
の

不
足
分
に
は
国
保
事
業
基
金
を
充
て
て
税
率
の
維
持
を
図
っ
て

き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
収
入
面
で
は
高
い
収
納
率
の
維
持
・
向
上
を
図
り
、
支
出
抑

制
と
し
て
健
康
保
険
の
扶
養
勧
奨
等
国
保
資
格
の
適
正
化
、
出

前
講
座
に
よ
る
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
普
及
促
進
と
医
療
費

の
適
正
化
に
も
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
か
ら
本
格
実
施
し
て
い

る
「
保
険
者
努
力
支
援
制
度
」
は
、

特
定
健
診
や
が
ん
検
診
な
ど
の
受

診
率
、
糖
尿
病
等
の
重
症
化
予
防

へ
の
取
組
状
況
、
国
保
税
収
納
率

向
上
へ
の
取
組
な
ど
保
険
者
努
力

を
評
価
基
準
と
し
た
交
付
金
制
度

で
、
点
数
化
す
る
こ
と
で
課
題
が

は
っ
き
り
見
え
て
き
ま
す
。

　
当
市
の
緊
急
課
題
は
特
定
健

診
・
が
ん
検
診
の
受
診
率
を
上
げ

る
こ
と
で
す
。
受
診
率
向
上
に
向

け
て
、
健
診
担
当
部
署
と
受
診
環

境
や
事
業
内
容
の
見
直
し
を
図
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
大
館
市
で
は
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
に

対
す
る
関
心
を
高
め
、
生
活
習
慣
の
改
善

や
健
診
受
診
率
の
向
上
を
目
指
し
て
、
昨

年
度
か
ら
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
で
は
40
歳
以
上
の
市
民
を
対

象
と
し
、「
運
動
や
食
事
な
ど
の
目
標
を

決
め
て
取
り
組
む
」「
健
診
を
受
け
る
」「
健

康
講
座
に
参
加
す
る
」
な
ど
の
内
容
に
応

じ
て
ポ
イ
ン
ト
が
貰
え
、
１
０
０
ポ
イ
ン

ト
以
上
貯
め
る
と
地
域
限
定
商
品
券
と
交

換
で
き
る
と
い
う
も
の
で
す
。
市
の
健
診

や
健
康
講
座
は
も
ち
ろ
ん
、
職
場
で
受
け

た
健
診
や
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
も
ポ
イ
ン
ト

の
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
対
象
事
業
を
昨
年
度
の
15

種
類
か
ら
26
種
類
に
拡
大
し
た
ほ
か
、
健

康
づ
く
り
に
関
す
る
目
標
を
設
定
し
や
す

く
し
た
り
、
商
品
券
と
の
交
換
開
始
を
早

め
る
な
ど
、
よ
り
多
く
の
方
に
参
加
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
工
夫
を
加
え
て
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
商
品
券
と
の
交
換
は
、
健
康
課
の
ほ
か

に
も
各
地
域
の
公
民
館
を
巡
回
し
て
対
応

し
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
交
換
は
９
月
か

ら
開
始
し
て
お
り
、
１
月
11
日
現
在
、
す

で
に
８
０
０
人
を
超
え
る
方
が
交
換
し
て

い
ま
す
。
初
年
度
の
交
換
実
績
は
７
０
６

人
で
し
た
が
、
今
年
度
は
、
１
０
０
０
人

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
商
品
券
と
の
交
換
に
訪
れ
た
方
々
か
ら

は
「
健
診
を
受
け
る
楽
し
み
が
で
き
た
」

「
数
年
ぶ
り
に
全
て
の
健
診
を
受
け
た
」

「
後
回
し
に
な
っ
て
い
た
健
診
を
受
け
る

き
っ
か
け
に
な
っ
た
」「
家
族
や
友
人
に

健
診
を
勧
め
や
す
く
な
っ
た
」
な
ど
の
声

を
頂
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
こ
の
機
会

に
沢
山
の
人
に
健
診
に
興
味
を
持
っ
て
ほ

し
い
で
す
ね
」「
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
健

診
受
診
率
が
上
が
る
と
い
い
で
す
ね
」
と

お
話
し
い
た
だ
く
な
ど
、
市
民
の
関
心
や

意
欲
が
高
ま
っ
て
い
る
と
感
じ
る
場
面
も

あ
り
ま
し
た
。

　
３
年
目
と
な
る
来
年
度
は
、
対
象
年
齢

の
拡
大
や
更
な
る
ポ
イ
ン
ト
対
象
事
業
の

拡
大
の
ほ
か
、
健
診
で
付
与
す
る
ポ
イ
ン

ト
数
の
見
直
し
な
ど
も
予
定
し
て
い
ま

す
。
こ
の
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
が
、
よ
り

多
く
の
市
民
の
方
々
の
健
康
づ
く
り
や
健

診
受
診
の
後
押
し
に
な
れ
た
ら
と
思
っ
て

い
ま
す
。

大館市　保険課長
　こ　ばやし　　　ま　な　み　

小林　真奈美
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国保主管課長か
らの一言

保
健
事
業
の
取
り
組
み

「
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
」

み
な
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す
保健対策シリーズ
No . 371

　市民が「健康でいきいきとくらすまちづくり」には、生活習慣病予防の推
進がとても重要となります。特定健診やがん検診は、生活習慣病の早期発見
や重症化予防が図られるほか、医療費の縮小にも効果的であります。
　しかし、残念ながら当市の特定健診・がん検診の受診率は、秋田県の平均
を大きく下回っている状況です。
　そこで、市長自らホームページのPR動画で呼び掛けました。
　「自身の健康のために、身近な人の安心のために、重大な病気を未然に防
ぐ特定健診・がん検診を受診しましょう。目指すは、健康寿命日本一！」

目 指すは、健康寿命日本一！

　大館市は、秋田県北部を流れる米代川の中流域に位置する大館盆地を中心に、北西は白

神山地東側にある田代岳から南は森吉山麓までまたがる場所に位置しており、積雪寒冷地

帯の内陸性盆地気候に属し、強風や台風の影響が比較的少なくおだやかな地域です。

　「ひとづくり」、「暮らしづくり」、「ものづくり」と「物語づくり」による「まちづくり」

の５つの都市像と、それを支える行財政運営を「まちそだて」とした６つを基本目標とし、『匠と歴史を伝承し、

誇りと宝を力に変えていく「未来創造都市」』の実現に向けて取り組んでいるところです。

国保の概況（平成30年10月31日現在）
総世帯数　　31,566世帯 総人口　　　　72,735人
国保世帯数　10,169世帯 国保加入割合　20.98％（15,263人）
収納率（29年度決算）　　・現年課税分…96.89％　　・滞納繰越分…16.49％

秋田犬ふれあい隊として姉妹犬の「飛鳥」と活動中の「あこ」。大館駅前の秋田犬ふれあい処で皆さまをお待ちしています。
表 紙
写 真

あすか
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誇りと宝を力に変えていく「未来創造都市」』の実現に向けて取り組んでいるところです。
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　本会は、平成31年度事業計画(案)及び予算(案)について説明するため、全県国保

等主管課長会議を11月30日（金）、28保険者２広域市町村圏組合から35名の出席の

もと、市町村会館大会議室において開催した。

　主催者挨拶に続き、来賓の県健康福祉部長寿社会課 国保・医療指導室の松井室長

は、「昨年度策定した秋田県国民健康保険運営方針に基づき、県によるレセプト点

検の実施やＫＤＢシステムを活用した医療費分析を行っているが、今後も市町村の

皆様と十分に情報共有のうえ、国保財政の運営に努めていきたい。また、国保新制

度の開始に伴い、国保連合会の役割は一層増しているので、本会議が有意義なもの

になるよう期待する」と述べた。

　会議では事務局より、事業計画及び当初予算等につい

て、「保険者の共同体として県・市町村及び関係機関と連

携を密にしながら、審査支払機関として基幹業務である審

査の充実強化に努めるとともに、保険者事務の一層の効率

化と軽減を図り、保険者の負託に応えるよう各事業を適正

かつ効率的に実施する」などの基本方針のほか、実施事業

及び負担金、審査支払手数料や新規事業である特定健診等

データ管理システム操作研修会の実施等について説明し

た。

　厚生労働省は、国保事業への永
年にわたる顕著な功績を称え、平
成30年度国民健康保険関係功績者
厚生労働大臣表彰の被表彰者２名
を決定しました。
　本県における被表彰者は次の通
りです。受章された皆さまには心
からお慶び申し上げますととも
に、今後益々のご活躍をお祈り申
し上げます。

県松井室長

保険者努力支援制度を見据えた収納率向上対策
平成30年度国民健康保険税担当課長及び担当者研修会
　本会は、平成30年度国民健康保険税担当課長及び担当者研修会を10月26日（金）、市町村会館大会議室にて

開催し、市町村から担当課長など46名が参加した。

　主催者挨拶に続いて行われた実務研修では、秋田県健康福祉部長寿社会課 国保・医療指導室の大森副主幹か

ら「国民健康保険制度について」と題し、新国保制度のポイントや国保税の状況、保険者努力支援制度の評価

項目等について情報が提供された。

　続く講演では、厚生労働省国保料（税）収納率向上アド

バイザーの小金丸　良氏から「効果的な収納率向上対

策」と題し、必要最低限の滞納処分、コンビニ収納の実

施、ペイジー口座振替受付サービスの導入をはじめとし

た収納率向上への具体的な取り組み策や、その効果につ

いて実例を交えた説明がされたほか、保険者努力支援制

度によるインセンティブの規模や、目標値達成に向けた

取り組み方について紹介した。 小金丸氏県大森副主幹

平成30年度国民健康保険中央会表彰

秋田県国民健康保険診療報酬審査委員会委員

　　　　　泉　　　啓　一　氏    熊　谷　　　肇　氏
　　　　　江　畑　公仁男　氏    米　谷　博　秀　氏

元秋田県国民健康保険診療報酬審査委員会委員

　　　　　中　村　直　文　氏

平成30年度国民健康保険中央会表彰

　国民健康保険事業及び介護保険事業の発展に永年にわたり貢献された診療報酬審査委員会委員等を対象とし
た、平成30年度国民健康保険中央会表彰の被表彰者が決定されました。
　本県における被表彰者は次の通りです。受章された皆さまには心からお慶び申し上げますとともに、今後
益々のご活躍をお祈り申し上げます。

泉　啓一　氏 熊谷　肇　氏 米谷　博秀　氏

阿部　栄二　氏

江畑　公仁男　氏
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１月 17 日 柔整審査会
19日 審査委員会（19、21、22、23、24日）
22日 再審査部会
23日 審査専門部会
24日 審査小委員会
 合同研究会　
28日 介護給付費等審査委員会（医療部会）

2月 13日 第３回理事会
14日 柔整審査会
16日 審査委員会（16、19、20、21、22日）
19日 介護給付費等審査委員会（審査部会）
20日 再審査部会　　　  21日　 審査専門部会
22日 審査小委員会・合同研究会
26日 介護給付費等審査委員会（医療部会）
27日 第127回通常総会・第４回理事会

「胃腸をいたわる」
年末年始頑張った胃腸をいたわろう

協力 ： 公益社団法人　秋田県栄養士会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   なか じま　　  ゆ   き    こ

地域活動職域事業部　管理栄養士　　中嶋　由紀子

材料 ２人分

栄養価 1人分

❶もち麦は洗って水切りする。
❷玉ねぎは粗みじん切り、キャベツは３㎝角切り、もちはすりおろす。
長ネギはみじん切り。
❸鍋にごま油を温め玉ねぎ、キャベツ、もち麦の順に炒め全体に油が
回ったらだし汁を入れてもち麦が軟らかくなるまで煮る。
❹塩と醤油で味を整え、器に盛り、葱とすりおろしたもちを添える。
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テー
マは

もち麦
玉ねぎ
キャベツ
玄米もち
長ネギ
ごま油
だし汁
塩・醤油

……………  15ｇ
……………  40ｇ
…………  80ｇ
………  1／2枚
……………  10ｇ
……  小さじ1／2
…………  200㏄
……  0.8～1％

エネルギー
　 …………  152Kcal
たんぱく質　……… 4.0g
脂質　……………… 3.5g
塩分　………  0.8～1.0g

作り方作り方

主菜としてとりたい場合は、ホタテやツナの缶詰を入れたり、もちの量を増やせば
主食も兼ねることができます。油が苦手な方は炒める工程を省いても大丈夫です。
塩分はおいしいと感じる量を自分で会得しましょう。味噌を使えばたんぱく質が摂
れますし、ヨーグルトを隠し味にすれば減塩できます。　

コクホ食堂
美味しく低

カロリー

もち麦と
　 キャベツのスープ

栄養士さんの ワンポイントアドバイス




